
（単位：円）

金　　額 金　　額

（資産の部） （負債の部）

 流動資産 2,062,273,212  流動負債 450,009,641

現金・預金 1,963,592,483 買掛金 16,494,743

売掛金 14,540,866 34,000,000

棚卸資産 2,846,769 未払金 166,570,862

前払費用 11,545,971 前受金 54,081,903

未収入金 69,800,513 預り金 40,484,588

その他流動資産 57,878 未払法人税等 86,748,400

貸倒引当金 △ 111,268 未払消費税 22,024,000

 固定資産 4,717,636,316 賞与引当金 29,529,871

有形固定資産 2,742,855,543 その他流動負債 75,274

建物 814,223,496  固定負債 672,784,055

建物附属設備 789,587,648 長期借入金 202,000,000

構築物 17,536,078 預り敷金 442,159,597

機械装置 12,391,634 退職給付引当金 25,654,458

車輌 1 役員退職給付引当金 2,970,000

什器備品 21,139,172

一括償却資産 241,670 負　債　合　計 1,122,793,696

土地 1,087,735,844

無形固定資産 286,492,026 （純資産の部）

借地権 265,800,000  株主資本 5,657,115,832

電話加入権 2,347,309 資本金 20,000,000

ソフトウェア 18,344,717 資本剰余金 1,930,635,700

投資その他の資産 1,652,356,247 その他資本剰余金 1,930,635,700

投資有価証券 1,541,175,006 利益剰余金 4,344,605,130

出資金(オペリース) 100,320,273 利益準備金 5,000,000

差入保証金 10,655,048 その他利益剰余金 4,339,605,130

差入敷金 193,000 別途積立金 2,565,000,000

預託金 12,920 繰越利益剰余金 1,774,605,130

繰延資産 35,932,500 自己株式 △ 638,124,998

長期前払保険料 35,932,500

純　資　産　合　計 5,657,115,832

資　産　合　計 6,779,909,528 負 債 ・ 純資産　 合 計 6,779,909,528
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Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

1.資産の評価基準および評価方法

　　　有価証券の評価基準及び評価方法……移動平均法による原価法

　　　棚卸資産の評価基準及び評価方法……先入先出法による原価法

2.固定資産の減価償却の方法

　　　有形固定資産……定率法　

　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、以下については定額法を採用している。

　　　　　　　　　　　　　　　　・平成28年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物

　　　無形固定資産……定額法

3.引当金の計上基準

　　　賞与引当金………従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額を計上している。

　　　退職給付引当金…役職員の退職給付に備えるため、当社所定の退職金規定に基づき、期末　

　　　　　　　　　　　　　　　日における必要額を計上している。

　　　貸倒引当金………売上債権その他これに準ずる債権の貸倒れによる損失に備えるため、

　　　　　　　　　　　　　　　債権に対し法定繰入率により引き当てている。

4.リース取引の処理方法

　　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引

　　　については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

5.消費税等の会計処理

　　　消費税等の会計処理は、税抜方式によっている。

Ⅱ．貸借対照表等に関する注記

1.有形固定資産の減価償却累計額　　　　4,314,182,682円

2.保証債務

　以下の会社の金融機関からの借入金に対して保証を行っている。

被保証人 　　保証債務残高 　　　　　　　　　　　被保証債務の内容

株式会社　中央建物 4,870,000,000 円 株式会社百十四銀行からの証書貸付による借入金債務

　　　一括償却資産……取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、３年間で均等償却

　　　　　　　　　　　　　　　　・平成10年4月1日以降に取得した建物　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　する方法を採用している。
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